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商品市況展望 平成 24 年 7 月 1 日記 

 

 週末の商品市場は、昼間では金が 4,000 円割れを演じるなど下落傾向が続いていたのであるが、

昼過ぎ昼過ぎ昼過ぎ昼過ぎ EUEUEUEU 首脳会議での銀行監督制度や国債支援で合意した事が明らかになると、途端に急騰首脳会議での銀行監督制度や国債支援で合意した事が明らかになると、途端に急騰首脳会議での銀行監督制度や国債支援で合意した事が明らかになると、途端に急騰首脳会議での銀行監督制度や国債支援で合意した事が明らかになると、途端に急騰。 

ユーロが大きく買い戻されると共に、リスクマネーが流れ込んだ事もあって、全商品が一気にマ

イナス幅を縮めた。 

 だが大幅プラスまでは転換しなかった国内市場では、売り方の買い戻しという側面が強かった

わけであるが、その後の欧米市場では更に急騰その後の欧米市場では更に急騰その後の欧米市場では更に急騰その後の欧米市場では更に急騰。国内換算では金 112 円高、プラチナ 114 円高、

原油 2,830 円高と暴騰して引けている。NY 原油は一気に 7 ドル以上も上げたわけで、国内では

警戒感も強かったものの、米国では素直に反応したわけだ。 

 

 さて EU 首脳会談での合意内容であるが、要約すれば以下の通りである。 

〇銀行監督制度では、欧州中央銀行（ECB）が関与し、欧州安定メカニズム（欧州安定メカニズム（欧州安定メカニズム（欧州安定メカニズム（ESMESMESMESM）が銀行に）が銀行に）が銀行に）が銀行に

直接資本を注入することが可能直接資本を注入することが可能直接資本を注入することが可能直接資本を注入することが可能となった。 

〇EUEUEUEU の財政ルールを順守している国はの財政ルールを順守している国はの財政ルールを順守している国はの財政ルールを順守している国は、欧州金融安定ファシリティー（EFSC）と ESM を活

用して金融市場で国債を支援することも認められた。 

〇これで銀行資本対策や、スペインやイタリアの国債買い入れに道が開かれた。 

   ↓ 

これによって、スペイン・イタリアの国債利回りが急低下。ユーロも一気に 100 円台まで買

われたわけである。 

 

前日までは、ユーロ圏共同債などの否定的な独メルケル首相の発言などで、市場の期待感が薄

れていたわけで、これがポジティブ・サプライズになったポジティブ・サプライズになったポジティブ・サプライズになったポジティブ・サプライズになったわけではあるが、これで安泰かと言え

ば必ずしもそうでもない。 

問題点を挙げれば、以下の通りである。 

〇欧州中央銀行（ECB）の関与はあくまで「エージェント」として、である。じゃあ、実際に

カネを出すのは誰だ？ 

〇ESM が銀行に直接、資金を注入することができるのは、銀行監督メカニズム設置の後銀行監督メカニズム設置の後銀行監督メカニズム設置の後銀行監督メカニズム設置の後である。

それは年末までに準備するという、先の話の事であるそれは年末までに準備するという、先の話の事であるそれは年末までに準備するという、先の話の事であるそれは年末までに準備するという、先の話の事である。具体案は、まだない具体案は、まだない具体案は、まだない具体案は、まだない。 

   ↓ 

 要は誰かが、カネを出して銀行救済、国債購入をするというのだが、このところはドイツの経

済成長にも陰りが見えてきている。中国、インド、ブラジルも一時の勢いはないわけで、そもそ

もスペイン・イタリアが景気回復して安定化するという話は全然ない。 

 

 うがった見方をすれば、来週の ECB 理事会では主要政策金利を 1％から更に引き下げると見

られているが、それで材料出尽くしになる可能性もあるのでは…。 

 

 なお、欧州安定メカニズム（ESM）の融資枠は 5000 億ユーロ（約 50 兆円）であり、欧州金

融安定ファシリティー（EFSC）の融資枠は 4400 億ユーロ（44 兆円）であるはず。 

 日本のバブル崩壊時に失われた資産は概ね日本のバブル崩壊時に失われた資産は概ね日本のバブル崩壊時に失われた資産は概ね日本のバブル崩壊時に失われた資産は概ね 1000100010001000 兆円～兆円～兆円～兆円～1500150015001500 兆円と言われており、さて兆円と言われており、さて兆円と言われており、さて兆円と言われており、さて 100100100100

兆円にも満たない額で安心かと言われれば、兆円にも満たない額で安心かと言われれば、兆円にも満たない額で安心かと言われれば、兆円にも満たない額で安心かと言われれば、NONONONO と言わざるを得ないと言わざるを得ないと言わざるを得ないと言わざるを得ないか。か。か。か。    



 2 

〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕    

今週の金の値動き 

  6 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

6 月 25 日 \4,046 6 \4,057 6 

6 月 26 日 \4,055 9 \4,065 8 

  8 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

6 月 27 日 \4,016 -45 \4,020   

6 月 28 日 \4,029 13 \4,034 14 

6 月 29 日 \4,009 -20 \4,011 -23 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、先週号においては『4,000 円～4,200 円程度でのもみ合い相場が続くのだろう。今

のところ 3,800 円台は底と見て、4,000 円台もしくは 4,000 円割れで買い。4,100 円台は利食い

のスタンスで対処するのが良いだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、週末には安値で 3,9613,9613,9613,961 円まで下落円まで下落円まで下落円まで下落。またも 4,000 円割れをした相場であっ

たが、昼過ぎからは EU 首脳会談での合意の報を受けて反騰。円安/ユーロ高が加速し、4,000 円

台を回復である。 

なお夜間取引では 101 円台まで進んだユーロ高を受け、4,1334,1334,1334,133 円（円（円（円（122122122122 円高）の高値まで記録円高）の高値まで記録円高）の高値まで記録円高）の高値まで記録

している。 

○東京金日足 

http://www.higenaka.com/chart/20120701-au.gif 

年初来の高値 4,6544,6544,6544,654 円（円（円（円（2/272/272/272/27）→）→）→）→3,3,3,3,888886868686 円（円（円（円（6/46/46/46/4））））まで 768 円下げた相場は、4,1834,1834,1834,183 円（円（円（円（6/76/76/76/7））））

まで 297 円幅戻し（3 分の 1 戻し）、再度 4,000 円を割り込んでの急騰である。 

 週末週末週末週末安値→安値→安値→安値→夜間取引夜間取引夜間取引夜間取引高値高値高値高値では、では、では、では、3,9613,9613,9613,961 円→円→円→円→4,1334,1334,1334,133 円まで円まで円まで円まで 172172172172 円の急騰である円の急騰である円の急騰である円の急騰である。概ね、予想通り

の展開ではあるが、ちょっと動きが急過ぎるがたまに傷。ただし今後も予想どおりであれば、こ

こからの高値はまた利食い場であろう。 

 

 急騰した要因の EU 合意に関しては、冒頭でコメントしたので割愛する。ポジティブ・サプラ

イズでの上昇であるが、さて何時まで続くか…という事だろう。 

 当方としては、米国が金融緩和＝QE3 を実行すれば、それこそ 5,000 円台まで駆け上がると思

っているのであるが、それが金の大天井。何時になるか判らんが、それで天井を打ったあとは、

10 年間延々と下げ続ける相場になると思っているので、本当の勝負はそこだろうと考えている

わけだ。 

 僅か一晩で 200 円近くも動く相場は激しいが、このまま何百円も値位置を変える相場にはなら

んと考える。激しい動きだが、まだ逆張りの展開が続くと見ているまだ逆張りの展開が続くと見ているまだ逆張りの展開が続くと見ているまだ逆張りの展開が続くと見ている。 

 

 ただし、戻り天ただし、戻り天ただし、戻り天ただし、戻り天井の井の井の井の 4,1834,1834,1834,183 円（円（円（円（6/76/76/76/7）を超えてゆくようなら、チャートは逆三尊で今の穀物相）を超えてゆくようなら、チャートは逆三尊で今の穀物相）を超えてゆくようなら、チャートは逆三尊で今の穀物相）を超えてゆくようなら、チャートは逆三尊で今の穀物相

場のように、あれよあれよと騰がる可能性はゼロではないので、それだけは気を付けたい場のように、あれよあれよと騰がる可能性はゼロではないので、それだけは気を付けたい場のように、あれよあれよと騰がる可能性はゼロではないので、それだけは気を付けたい場のように、あれよあれよと騰がる可能性はゼロではないので、それだけは気を付けたい。 
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なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 6 月 \3,909 6 月 28 日 \4,754 9 月 7 日 \3,810 

12 月 30

日 

\\\\4,0554,0554,0554,055    

2012 年 8 月 \4,506 8 月 29 日 \4,754 9 月 7 日 \3,808 

12 月 30

日 

\4,009 

2012 年 10 月 \4,229 

10 月 27

日 

\4,652 2 月 27 日 \3,808 

12 月 30

日 

\4,008 

2012 年 12 月 \4,037 

12 月 26

日 

\4,654 2 月 27 日 \3,808 

12 月 30

日 

\4,009 

2013 年 2 月 \4,654 2 月 27 日 \4,654 2 月 27 日 \3,885 6 月 4 日 \4,011 

2013 年 4 月 \4,307 4 月 25 日 \4,342 4 月 27 日 \3,886 6 月 4 日 \4,011 

2013 年 6 月 \\\\4,0234,0234,0234,023    6666 月月月月 27272727 日日日日    \\\\4,0634,0634,0634,063    6666 月月月月 28282828 日日日日    \\\\3,9613,9613,9613,961    6666 月月月月 29292929 日日日日    \4,011 

  

○NY 金日足（6/28 現在） 

http://www.higenaka.com/chart/20120701-nyau.gif 

週末週末週末週末 6/6/6/6/22229999 のののの NYNYNYNY 市場は市場は市場は市場は、、、、前日比前日比前日比前日比 53.853.853.853.8 ドルドルドルドル高高高高のののの 1604.21604.21604.21604.2 ドルドルドルドルでの終了での終了での終了での終了。高値は 1607.8 ドルまで

出ており、一気に 1600 ドル台乗せである。国内換算価格は、15 時半比では 112 円高であるが、

夜間取引で織り込み済みである。 

 

NY 金のチャートは、1530153015301530 ドル割れで底打ちドル割れで底打ちドル割れで底打ちドル割れで底打ち→→→→1111640640640640 ドル台まで戻しドル台まで戻しドル台まで戻しドル台まで戻し、、、、1111555550505050 ドル台まで再び下ドル台まで再び下ドル台まで再び下ドル台まで再び下

げた後、今回の上げでげた後、今回の上げでげた後、今回の上げでげた後、今回の上げで 1600160016001600 ドル台に返り咲いたわけだドル台に返り咲いたわけだドル台に返り咲いたわけだドル台に返り咲いたわけだ。 

もう 50 ドルも上げて 1640 ドル台突破となれば、これは完全に上昇トレンド入りだろうが、現

状ではまだもみ合いの範囲内とも言える。 

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 6/6/6/6/26262626 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、前週比約 1 万 3,800 枚減の約 12 万 2,600

枚のロング。 

4444 週週週週ぶりの大幅減少ぶりの大幅減少ぶりの大幅減少ぶりの大幅減少であであであであるが、るが、るが、るが、急騰したのは急騰したのは急騰したのは急騰したのは 6/296/296/296/29 であり、その分はであり、その分はであり、その分はであり、その分はカウントされていないカウントされていないカウントされていないカウントされていない。

またその前日は下落で、また安値を探りに行っていたのだから、その分もまたカウントされてい

ない。 

 

6/6/6/6/22229999 現在の現在の現在の現在の ETFETFETFETF 残高は残高は残高は残高は、1631.86 トンと前週比 6.78 トン減である。やはり前日の下げまでは、

換金売りが出ていたということ。 

 

 結論として当方の相場観は、今のところ週末からの金の急騰は、多分に一過性のものの可能性

が強いと思われる。だがチャートが好転するようなら、それだけで買われる可能性もあるので、

来週前半の動きに注目である。 
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今週のプラチナの動き 

  6 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

6 月 25 日 \3,706 28 \3,732 22 

6 月 26 日 \3,676 -30 \3,707 -25 

  8 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

6 月 27 日 \3,639 -51 \3,651  

6 月 28 日 \3,617 -22 \3,636 -15 

6 月 29 日 \3,615 -2 \3,625 -11 

プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、先週号においては『3,500 円割れで底は打っている相場だろうが、4,000 円

に回復するのは当分先のことか。しばらくは 3,600 円台～3,800 円台でのもみ合い相場が続くと

読む』とコメントした。 

今週の相場展開は、軟調に推移していた相場が週末には 3,5463,5463,5463,546 円まで下落円まで下落円まで下落円まで下落。しかしそこからは、

EU 合意の報で戻し始め、3,600 円台を回復。更にその後の夜間取引では、3,7483,7483,7483,748 円の高値まで更円の高値まで更円の高値まで更円の高値まで更

に急騰したに急騰したに急騰したに急騰した。 

○東京プラチナ日足 

http://www.higenaka.com/chart/20120701-pt.gif 

4,5894,5894,5894,589 円（円（円（円（3/143/143/143/14））））→→→→3,3,3,3,499499499499 円（円（円（円（6/46/46/46/4）まで）まで）まで）まで 1,01,01,01,090909090 円円円円下げた相場は下げた相場は下げた相場は下げた相場は、、、、3,83,83,83,863636363 円（円（円（円（6/16/16/16/18888）まで）まで）まで）まで 333364646464 円円円円

幅幅幅幅（（（（3333 分の分の分の分の 1111 戻し戻し戻し戻し））））をををを入れ、再度週末まで下落で入れ、再度週末まで下落で入れ、再度週末まで下落で入れ、再度週末まで下落で 3,5003,5003,5003,500 円台へ円台へ円台へ円台へ。しかし一気にしかし一気にしかし一気にしかし一気に 200200200200 円戻した相場円戻した相場円戻した相場円戻した相場

は、再びは、再びは、再びは、再び 3,7003,7003,7003,700 円台へ乗る展開である円台へ乗る展開である円台へ乗る展開である円台へ乗る展開である。 

 

先週号で『当方としては、まだ 3,499 円を大底とする上げ相場の中での押しという見方だが、

4,000 円台回復には非常に時間が掛かりそうだ…というのが今の見解。押し目買いというよりは、

逆張りと見たほうが良いかもしれない』としていたものが、3,500 円台に突っ込んだ後に、タイ

ミングよく材料が出てわけだ。 

うまく 3,600 円割れで買えた人はラッキーだろうが、では更に 3,700 円台、3,800 円台を買っ

てゆくのが良いかと言えば、それはまだ判らない。今のところはまだもみ合いの範囲内であり、今のところはまだもみ合いの範囲内であり、今のところはまだもみ合いの範囲内であり、今のところはまだもみ合いの範囲内であり、

戻り天井の戻り天井の戻り天井の戻り天井の 3,8633,8633,8633,863 円を突破しなければ、上昇相場に変わったとまでは言えないわけだから円を突破しなければ、上昇相場に変わったとまでは言えないわけだから円を突破しなければ、上昇相場に変わったとまでは言えないわけだから円を突破しなければ、上昇相場に変わったとまでは言えないわけだから。 

 

欧州を材料にした悲観論、楽観論はこれまでも繰り返されてきており、週末に出た楽観論が何

時また悲観論に変わるか判らない。おそらく、悲観論が大きく出て下げた時は買い、楽観論が大

きく出て買われたところは売りなのだろうが、急落の最中に買う、急騰の最中に売るというのは、

言うは易し、行うは難しであろう。 

値位置から考えれば、4,500 円台から応分に下げた後の出来事であり、目先は押し目買い有利

という事になるだろうが。 

 



 5 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京プラチナ一代の動

き 

      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 6 月 \4,445 6 月 28 日 \4,770 8 月 23 日 \3,370 

12 月 30

日 

\\\\3,6763,6763,6763,676    

2012 年 8 月 \4,581 8 月 29 日 \4,726 9 月 7 日 \3,380 

12 月 30

日 

\3,615 

2012 年 10 月 \3,918 

10 月 27

日 

\4,570 3 月 14 日 \3,375 

12 月 30

日 

\3,631 

2012 年 12 月 \3,605 

12 月 26

日 

\4,582 3 月 14 日 \3,376 

12 月 30

日 

\3,633 

2013 年 2 月 \4,535 2 月 27 日 \4,589 3 月 14 日 \3,499 6 月 4 日 \3,631 

2013 年 4 月 \4,090 4 月 25 日 \4,141 4 月 27 日 \3,499 6 月 4 日 \3,631 

2013 年 6 月 \\\\3,6813,6813,6813,681    6666 月月月月 27272727 日日日日    \\\\3,6813,6813,6813,681    6666 月月月月 27272727 日日日日    \\\\3,5463,5463,5463,546    6666 月月月月 29292929 日日日日    \3,625 

 

〇白金－金価格差日足 

http://www.higenaka.com/chart/20120701-ptau.gif 

週末現在のサヤは、3,625 円（プラチナ）－4,011 円（金）＝－－－－333386868686 円円円円。6/19 に－300 円まで

詰まったが、週末の引け前には－400 円以上の逆ザヤになっていた。 

 

大きく戻るかどうかは疑問だが、目先は大きく戻るかどうかは疑問だが、目先は大きく戻るかどうかは疑問だが、目先は大きく戻るかどうかは疑問だが、目先は 2222 番底を付けたのではあるまいか。サヤは多少詰ま番底を付けたのではあるまいか。サヤは多少詰ま番底を付けたのではあるまいか。サヤは多少詰ま番底を付けたのではあるまいか。サヤは多少詰ま

る方向に動くる方向に動くる方向に動くる方向に動くと考えると考えると考えると考える。 

 

結論として当方の相場観は、3,500 円割れで底は入っている相場ゆえ、週末の安値は 2 番底で

あろう。だが EU 合意だけで、すぐに大きな買い相場になるとまでは思えず、押し目買いを継続。

急騰場面は利食いも必要だろうと見る。 

 

 

    

〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕    

今週のコーンの値動き 

  9 月限（当限） 前日比 7 月限（先限） 前日比 

6 月 25 日 \25,900 550 \23,930 650 

6 月 26 日 \26,330 430 \24,700 770 

6 月 27 日 \26,600 270 \24,870 170 

6 月 28 日 \27,100 500 \25,150 280 

6 月 29 日 \27,150 50 \25,170 20 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

先週号においては『安値から 2,500 円戻した相場であり、チャートは逆三尊で強い。だがファ

ンダメンタルズが良くない事に変わりないため、チャートに踊って買うのは危険だろう。近いう

ちに往って来いすると見ている』とコメントした。 

今週の相場展開は、上昇に加速が付いた相場が一気に 25,000 円台乗せとなって、年初来高値年初来高値年初来高値年初来高値

の更新の更新の更新の更新。先物は 25,45025,45025,45025,450 円（円（円（円（6/286/286/286/28）の高値まで記録）の高値まで記録）の高値まで記録）の高値まで記録である。 
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○ 東京コーン日足 

http://www.higenaka.com/chart/20120701-c.gif 

6/196/196/196/19 のののの 21,49021,49021,49021,490 円からの上昇で逆三尊底を付けた相場は、抵抗ラインの円からの上昇で逆三尊底を付けた相場は、抵抗ラインの円からの上昇で逆三尊底を付けた相場は、抵抗ラインの円からの上昇で逆三尊底を付けた相場は、抵抗ラインの 22,50022,50022,50022,500 円（円（円（円（6/116/116/116/11）、）、）、）、

23,03023,03023,03023,030 円（円（円（円（5/215/215/215/21）を次々と突破し、今週はついに）を次々と突破し、今週はついに）を次々と突破し、今週はついに）を次々と突破し、今週はついに 25,18025,18025,18025,180 円（円（円（円（3/193/193/193/19）も突破して年初来高値の更）も突破して年初来高値の更）も突破して年初来高値の更）も突破して年初来高値の更

新である新である新である新である。 

逆三尊が完成した 23,000 円台から途転買いに廻っても、すでに 2,000 円は利が乗っている展

開であり、大底からはすでに 4,500 円の上げである。 

 

先週号で『22,500 円（6/11）、23,030 円（5/21）と下げ相場の中での戻りいっぱいのところを

次々とクリアしたわけで、当方の新安値更新狙いの考えは、今のところ大失敗。チャートに逆ら

うのは得策ではないので、一時的には撤退だろう』としたわけだが、10 連続陽線でここまで吹

き上げるとは…。舐めたらあかん！という事だね。 

 

もっとも、この上げはホット＆ドライが材料であり、天候相場特有の上げ相場だ天候相場特有の上げ相場だ天候相場特有の上げ相場だ天候相場特有の上げ相場だ。一雨来れば

大暴落するわけで、高けりゃ高いほど後の下げも大きくなる。相対力指数も 77 ポイント台まで

上がっており、仮に 3 万円まで行く相場だろうが当方は売り狙い。5,000 円を取らずとも、1 万

円を狙えば良いとの考えだ。 

狙いは、米独立記念日前後かな？と考えている。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 9 月 \27,440 8 月 16 日 \28,550 9 月 13 日 \21,930 

11 月 28

日 

\27,150 

2012 年 11 月 \24,400 

10 月 17

日 

\25,060 3 月 19 日 \21,060 6 月 4 日 \24,700 

2013 年 1 月 \21,790 

12 月 16

日 

\24,890 3 月 19 日 \20,520 6 月 4 日 \24,640 

2013 年 3 月 \23,290 2 月 16 日 \25,180 3 月 19 日 \20,820 6 月 4 日 \24,540 

2013 年 5 月 \23,250 4 月 16 日 \\\\25,04025,04025,04025,040    6666 月月月月 28282828 日日日日    \21,040 6 月 4 日 \24,790 

2013 年 7 月 \21,550 6 月 18 日 \\\\25,45025,45025,45025,450    6666 月月月月 28282828 日日日日    \21,490 6 月 18 日 \25,170 

  

○シカゴコーン日足（6/28 現在） 

http://www.higenaka.com/chart/20120701-cbtc.gif 

週末週末週末週末 6666/2/2/2/29999 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、7777 月限で月限で月限で月限で前日比前日比前日比前日比 20202020.50.50.50.50 セント高セント高セント高セント高のののの 672.50672.50672.50672.50 セントセントセントセント。今年 3 月、5 月

に記録した 670 セント台に並ぶ展開だ。 

国内換算では 540 円高の急騰であるが、急騰したのは 7 月限だけで、他の限月は 2 セント高程

度。そこまでは買われないだろうが、週末の国内夜間取引では一時週末の国内夜間取引では一時週末の国内夜間取引では一時週末の国内夜間取引では一時 25,60025,60025,60025,600 円まで上げて、年初円まで上げて、年初円まで上げて、年初円まで上げて、年初

来高値を更に更新来高値を更に更新来高値を更に更新来高値を更に更新。 

 

夜間取引では一時、米農務省報告で作付面積が予想以上に多かったと急落し、その後また四半

期在庫の減少とホット＆ドライ懸念で上昇。このパターンでは、まだ上値を残していそうだ。 
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さて米農務省報告の詳細である。 

〇作付面積 9,641 万 Ac（事前予想平均 9,596 万 Ac） 

〇四半期在庫 31 億 4854 万 Bu（同 31 億 8200 万 Bu） 

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 6/6/6/6/26262626 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、前週比約 2 万 2,100 枚増の 12 万 7,500 枚

のロング。3333 週連続週連続週連続週連続のののの増加増加増加増加であるであるであるである。ただし取組高はまた 6 万枚近く減少であり、新たな資金が入

って相場を押し上げたわけではない事に注目だ。 

  

結論として当方の相場観は、ここ 1 週間～2 週間ほどのタイムサイクルの中で、ひとまず天井

を付けるのではあるまいか。年初来高値にいる銘柄の売り狙いこそ、相場の醍醐味であろうと思

うが…さて？ 

 

 

今週の大豆の値動き 

  8 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

6 月 25 日 \46,960 160 \48,170 1360 

6 月 26 日 \47,200 240 \48,010 -160 

6 月 27 日 \47,960 760 \47,890 -120 

6 月 28 日 \47,590 -370 \47,600 -290 

6 月 29 日 \47,880 290 \47,740 140 

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

先週号においては『新高値更新中の相場であるが、上がったのもは下がるのが相場。どこで天

井を打つかを見極め、売るのが面白いだろう。どうせ上がるなら、天まで上がれ！』とコメント

した。 

今週の相場展開は、週明け急騰した後はコーンの上昇を尻目にもたつく展開が続き、概ね

47,00047,00047,00047,000 円台でのもみ合い円台でのもみ合い円台でのもみ合い円台でのもみ合いで終了。 

○ 東京大豆日足 

http://www.higenaka.com/chart/20120701-sb.gif 

今週も 48,55048,55048,55048,550 円まで上昇し円まで上昇し円まで上昇し円まで上昇し、、、、年初来高値を更新年初来高値を更新年初来高値を更新年初来高値を更新。だが 10 連続陽線で舞い上がるコーンより

は、8 日目で陽線が途絶え、若干もたついて来た。 

ファンダメンタルズはコーンよりも強いのに、こうなるところが相場の不思議。コーンよりも

空売りが少なかったという事なのだろうが…。 

 

もっとも週末のシカゴ市場では、コーン以上に大豆は吹っ飛んでいるため、週明けは出遅れ分

を埋める上昇になるのだろう。ざっくりと考えた場合、ざっくりと考えた場合、ざっくりと考えた場合、ざっくりと考えた場合、46,00046,00046,00046,000 円台→円台→円台→円台→41,00041,00041,00041,000 円台まで円台まで円台まで円台まで 5,0005,0005,0005,000 円円円円

下げたのちに新高値更新中なのだから、倍返しで下げたのちに新高値更新中なのだから、倍返しで下げたのちに新高値更新中なのだから、倍返しで下げたのちに新高値更新中なのだから、倍返しで 1111 万円上げ。つまりは万円上げ。つまりは万円上げ。つまりは万円上げ。つまりは 5555 万円に乗せての終了万円に乗せての終了万円に乗せての終了万円に乗せての終了

と見ておけば良いのではあるまいかと見ておけば良いのではあるまいかと見ておけば良いのではあるまいかと見ておけば良いのではあるまいか。 

 

もっともこの大豆も、当方は最終的には売りで取りたい。相場というものは、どんな相場でも

天井を打てば暴落するものだ。その下げは短期間であり、往って来いするのが常である。それこ

そが商品相場の醍醐味ゆえに…。 
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なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 8 月 \47,450 8 月 16 日 \50,110 9 月 5 日 \35,610 

12 月 15

日 

\47,880 

2012 年 10 月 \44,250 10 月 17 日 \\\\50,00050,00050,00050,000    6666 月月月月 28282828 日日日日    \36,410 

12 月 15

日 

\49,400 

2012 年 12 月 \37,500 12 月 16 日 \\\\50,40050,40050,40050,400    6666 月月月月 25252525 日日日日    \36,830 

12 月 16

日 

\49,900 

2013 年 2 月 \41,900 2 月 16 日 \\\\48,10048,10048,10048,100    6666 月月月月 26262626 日日日日    \41,050 2 月 16 日 \47,660 

2013 年 4 月 \45,350 4 月 16 日 \\\\48,40048,40048,40048,400    6666 月月月月 25252525 日日日日    \41,750 6 月 4 日 \47,610 

2013 年 6 月 \44,700 6 月 18 日 \\\\48,55048,55048,55048,550    6666 月月月月 28282828 日日日日    \44,400 6 月 18 日 \47,740 

 

○シカゴ大豆日足（6/28 現在） 

http://www.higenaka.com/chart/20120701-cbtsb.gif 

週末週末週末週末 6/6/6/6/22229999 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、7777 月限で月限で月限で月限で前日比前日比前日比前日比 46.7546.7546.7546.75 セントセントセントセント高高高高のののの 1512.751512.751512.751512.75 セントセントセントセント。ついにシカゴ

も年初来高値の更新である。 

国内換算では 990 円高であるが、新穀は 24 セント高と半分程度の上げであり、そんなには東

京も上がらないだろうが、それでも高値更新はするのではあるまいか。 

 

チャートではチャートではチャートではチャートでは 1509150915091509 セント（セント（セント（セント（4/274/274/274/27））））のののの天井天井天井天井を突破したわけで、青天井の状況を突破したわけで、青天井の状況を突破したわけで、青天井の状況を突破したわけで、青天井の状況。東京市場の相対

力指数は高いが、シカゴは 28 日時点でまだ 60 ポイントだったのだから、過熱感もない。一段高

があるだろう。 

 

また週末発表された米農務省報告の詳細であるが… 

〇作付面積 7,608 万 Ac（事前予想平均 7,558 万 Ac） 

〇四半期在庫 6 億 6748 万 Bu（同 6 億 4000 万 Bu） 

 両方とも事前予想を上回り、その時点では多少下げたが、天候懸念でまた買われた。元々の在

庫率などきついわけで、多少の弱材料はちょうど良い押し目になったのだろう。 

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 6/6/6/6/26262626 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションはポジションはポジションはポジションは、前週比約 3,900 枚増の 23 万 7,500 枚のロ

ング。2222 週週週週ぶりぶりぶりぶりのののの小幅小幅小幅小幅増加増加増加増加であであであであるがるがるがるが、、、、取組高は取組高は取組高は取組高は 1111 万万万万 5,0005,0005,0005,000 枚ほど減った枚ほど減った枚ほど減った枚ほど減った。 

 

結論として当方の相場観は、大豆はコーンから遅れて天井を打つケースが多く、つまりはコー

ンが明確に天井を打つまでは押し目買い。その後に、大きな利は売りで取る相場であろう。 
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〔〔〔〔コメコメコメコメ〕〕〕〕    

今週のコメの値動き 

  7 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

6 月 25 日 \16,090 -10 \15,600 -30 

6 月 26 日 \16,070 -20 \15,590 -10 

6 月 27 日 \15,910 -160 \15,650 60 

6 月 28 日 \15,910 0 \15,790 140 

6 月 29 日 \16,240 330 \15,850 60 

〇東京コメ日足 

http://www.higenaka.com/chart/20120701-jr.gif 

関西に行く事が決まり、しかも板寄せになる事も決定している相場であるゆえ、どんどん出来

高が細っているコメだ。今年も相場は面白そうなのだが、何せ相手がいないと商いが出来ない。

困ったもんだ。 

  

 さて、政府米の入札状況である。入札は古米（21 年度産が中心）と聞き及んでおり、落札価

格は加重平均で 14,900 円との事。古いコメでもその価格ということは、まあそれ以下はあまり

考えられないということだ。 

 また外米の価格も 15,000 円前後であり、外米（中国産、オーストラリア産など）はすごく安

いんじゃないの？と考えている人も居るだろうが、そんな事はない。 

 

 だが消費も低迷しているので、高いコメは売れない。新潟産コシヒカリも余っており、当限価

格プラス 2,000 円の格差なら、18,300 円程度になるわけだが、それじゃ売れない。どこのでも

良いから、15,000 円台なら買いたい…というのが、外食産業の基本の様です。 

 以上、現物情報でした。 

    

東京コメ一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 7 月 \14,240 1 月 23 日 \17,700 5 月 16 日 \13,820 1 月 26 日 \16,240 

2012 年 8 月 \14,200 2 月 21 日 \16,940 5 月 16 日 \14,090 4 月 2 日 \25,500 

2012 年 9 月 \14,200 3 月 21 日 \16,690 5 月 14 日 \13,990 4 月 2 日 \15,600 

2012 年 10 月 \15,210 4 月 23 日 \16,710 5 月 15 日 \15,100 6 月 7 日 \15,830 

2012 年 11 月 \15,500 5 月 21 日 \16,080 6 月 19 日 \15,000 5 月 24 日 \15,750 

2012 年 12 月 \15,900 6 月 21 日 \15,900 6 月 21 日 \15,440 6 月 21 日 \15,850 
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〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

今週のゴムの値動き 

  6 月限（当限） 前日比 11 月限（先限） 前日比 

6 月 25 日 238.3 -2.7 237.3 5.6 

  7 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

6 月 26 日 233.8 -5.2 235.5  

6 月 27 日 233.5 -0.3 235.3 -0.2 

6 月 28 日 236.2 2.7 240.3 5.0 

6 月 29 日 235.7 -0.5 240.2 -0.1 

先週号においては『結局は戻り売り相場を脱却出来なかったということ。またどこかで 20 円

程度の戻りはあるのだろうが、底値はまだ見えない状況に変わりはない』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明け（実際には先週末の夜間取引で）227.8227.8227.8227.8 円（円（円（円（6/256/256/256/25）まで下落）まで下落）まで下落）まで下落の後、

戻りに入った相場が 240240240240 円台まで上昇円台まで上昇円台まで上昇円台まで上昇。週末も一時は急落したのだが、昼からの EU 合意で株式・

商品市場が戻りに入る中で、ゴムも下げ幅をほぼ消しての終了となった。 

○東京ゴム日足 

http://www.higenaka.com/chart/20120701-r.gif 

20202020 円も戻せば、また下げて円も戻せば、また下げて円も戻せば、また下げて円も戻せば、また下げて安値更新となってきた相場は、すでに今年の高値からでも安値更新となってきた相場は、すでに今年の高値からでも安値更新となってきた相場は、すでに今年の高値からでも安値更新となってきた相場は、すでに今年の高値からでも 100100100100 円円円円

以上の下落以上の下落以上の下落以上の下落。 

さて今回のさて今回のさて今回のさて今回の EUEUEUEU 合意で、ユーロ高から株高、商品高と連鎖した週末から、果たして相場トレン合意で、ユーロ高から株高、商品高と連鎖した週末から、果たして相場トレン合意で、ユーロ高から株高、商品高と連鎖した週末から、果たして相場トレン合意で、ユーロ高から株高、商品高と連鎖した週末から、果たして相場トレン

ドが変化するのかどうか？ドが変化するのかどうか？ドが変化するのかどうか？ドが変化するのかどうか？ 取りあえず週末の NY 原油が 7 ドルも上げているのだから、週明け

のゴムもそれなりの急騰をするのは必至だろうが…。 

 

EU 合意に関しては、冒頭でコメントしているので割愛するが、今後の動向としては素直にチ

ャートに従うのが良いか。つまりは、戻り高値を更新できるかどうかで、トレンドの判断をする

のが良いだろうと見るわけだ。 

直近の戻り高値は 257.4257.4257.4257.4 円（円（円（円（6/186/186/186/18））））であり、これを抜くようなら大豆・コーン型の上昇相場に

なるかもしれないと考えるのが無難だろう。もっともゴムには、穀物のような天候懸念などとい

う材料は無いわけだが。 

 

よって順当ならば、週明けは高いだろうが、やはりこの上げも一過性か。再びまた、安値更新

をしてゆく可能性の方が高いだろう。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 6 月 279.6 

12 月 22

日 

339.5 2 月 27 日 240.6 6 月 6 日 238.3 238.3 238.3 238.3 

2012 年 7 月 324.0 1 月 26 日 342.0 2 月 27 日 229.2 229.2 229.2 229.2 6666 月月月月 29292929 日日日日    235.7 

2012 年 8 月 340.7 2 月 24 日 344.4 2 月 27 日 230.0 230.0 230.0 230.0 6666 月月月月 29292929 日日日日    235.6 

2012 年 9 月 341.2 3 月 27 日 341.9 3 月 27 日 231.8 231.8 231.8 231.8 6666 月月月月 29292929 日日日日    237.6 

2012 年 10 月 307.2 4 月 24 日 317.8 5 月 2 日 230.8 230.8 230.8 230.8 6666 月月月月 25252525 日日日日    237.9 

2012 年 11 月 267.8 5 月 28 日 274.0 5 月 30 日 227227227227.8 .8 .8 .8 6666 月月月月 25252525 日日日日    239.6 

2012 年 12 月 233.3233.3233.3233.3    6666 月月月月 26262626 日日日日    241.7241.7241.7241.7    6666 月月月月 28282828 日日日日    232.8 232.8 232.8 232.8 6666 月月月月 26262626 日日日日    240.2 

 



 11 

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、7 月限 235.7 円～12 月限 240.2 円と 4.54.54.54.5 円の円の円の円の順順順順ザヤザヤザヤザヤ。6 月限が納会し、その後

あっという間に順ザヤに変化した。｢サヤの変化は相場の変化｣とは言うものの、さてこれでどう

なるのかは、しばらく様子を見たい。 

  

週末週末週末週末現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、7777 月積みで月積みで月積みで月積みで 264.2264.2264.2264.2 円円円円。東京市場の 7 月限は 235.7 円であるため、

28.528.528.528.5 円円円円の下ザヤの下ザヤの下ザヤの下ザヤである。通常は 10 円程度の下ザヤであり、かなりかなりかなりかなり割安である割安である割安である割安である。しかしタイのオ

ファーが下がって、東京との逆ザヤは詰まってきたわけで、東京が戻しているわけではない事に

注目。 

産地の集荷量は、一日当たり 20 トン～70 トンと少ないまま。 

  

国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、6/10 現在で 1,153 トン減の 13,647 トン。3 旬連続の減少である。 

 

上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫はははは、、、、6/15 現在で前週比 1191 トン減の 17,142 トン。2 週ぶりの減少である。 

 

上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、22,000 元台でのもみ合い。 

 

さてタイの介入であるが、現在までタイの介入であるが、現在までタイの介入であるが、現在までタイの介入であるが、現在まで 1111 万トンの現物を買い付けた万トンの現物を買い付けた万トンの現物を買い付けた万トンの現物を買い付けたと見られている。しかし、しかし、しかし、しかし、

それを中国へ売却する計画が出ているようで、それでは一体何のために買い付けたかわからなそれを中国へ売却する計画が出ているようで、それでは一体何のために買い付けたかわからなそれを中国へ売却する計画が出ているようで、それでは一体何のために買い付けたかわからなそれを中国へ売却する計画が出ているようで、それでは一体何のために買い付けたかわからな

くなりそうだくなりそうだくなりそうだくなりそうだ。価格テコ入れには全く繋がらないわけで、下手すりゃ失望売りで 200 円割れへま

っしぐらかもしれない。 

 

 結論として当方の相場観は、チャートが買いに変化するようなら逆らわないが、今回の上げは

まだ戻りの範囲内だろう。タイ政府の動向によっては、また下げに拍車が掛かるケースも十分に

有り得るだろう。 
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〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油製品〕石油製品〕石油製品〕石油製品〕    

今週の原油の値動き 

  6 月限（当限） 前日比 11 月限（先限） 前日比 

6 月 25 日 \47,300 200 \45,270 460 

6 月 26 日 \47,150 -150 \44,900 -370 

6 月 27 日 \47,190 40 \45,390 490 

6 月 28 日 \47,150 -40 \45,490 100 

6 月 29 日 \47,130 -20 \45,310 -180 

まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…    

先週号においては『下値の目処は 75 ドル前後と見ているわけで、ぼちぼち底値圏には入って

来たか。ただし戻るための材料は無いわけで、少なくとも一定の底練り期間が無いとダメであろ

う』とコメントした。 

今週の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は 70707070 ドル台後半でのもみ合いに入り、ドル台後半でのもみ合いに入り、ドル台後半でのもみ合いに入り、ドル台後半でのもみ合いに入り、28282828 日には再び日には再び日には再び日には再び 77777777 ドル台へドル台へドル台へドル台へ

下落下落下落下落。しかし EU 合意から反騰に転じ（東京時間の 12 時頃から反騰を開始）、週末には一気に週末には一気に週末には一気に週末には一気に 85858585

ドル台まで戻す事となったドル台まで戻す事となったドル台まで戻す事となったドル台まで戻す事となった。前日比でも 7 ドル高以上の急騰である。 

 

東京原油東京原油東京原油東京原油はははは、44,44,44,44,190190190190 円円円円（（（（6/266/266/266/26）とまた安値更新となった後、週末は安値から切り返した）とまた安値更新となった後、週末は安値から切り返した）とまた安値更新となった後、週末は安値から切り返した）とまた安値更新となった後、週末は安値から切り返した。そ

の後の夜間取引では 47,87047,87047,87047,870 円（円（円（円（2560256025602560 円高）と急騰円高）と急騰円高）と急騰円高）と急騰しており、買い方にとっては神風が吹いたよ

うな状況だろう。 

 

○ NY 原油日足（6/28 現在） 

http://www.higenaka.com/chart/20120701-nyo.gif 

週末週末週末週末 6/6/6/6/29292929 のののの NYNYNYNY 市場は市場は市場は市場は、、、、前日比前日比前日比前日比 7.277.277.277.27 ドルドルドルドル高高高高のののの 84.9684.9684.9684.96 ドルドルドルドル。高値は 85.34 ドルまであったわけ

で、前日の 77 ドル台まで下げていた相場が一気に様変わり。国内換算では、15 時半比 2,830 円

高である。 

 

FOMC で QE3 が回避されたために急落し 77 ドル台まで下げていた相場が、今度は EU 合意とい

う材料で急騰である。 

もっとも EU 合意の中身はどうなんだ？ということや、チャートでも 87 ドル台に乗せてこない

とトレンドが変化しないことを考えると、底入れかどうかの判断には底入れかどうかの判断には底入れかどうかの判断には底入れかどうかの判断には 2222～～～～3333 日必要か日必要か日必要か日必要か。ただし底

入れなら、95 ドル前後までは戻るのではあるまいか。 

 

なお週末のロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントは 97979797 ドルドルドルドル台台台台、ドバイ原油、ドバイ原油、ドバイ原油、ドバイ原油もももも 96969696 ドルドルドルドル台台台台である。NY 原油の逆ザヤ

に変化はないが、全市場で急騰したわけだ。 

 

 6/6/6/6/26262626 現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは、前週比約 1 万 1,100 枚減の 11 万 2,800 枚のロング。6666

週週週週連続連続連続連続のののの減少減少減少減少であであであでありりりり、、、、ファンドの買いポジションは減少中ファンドの買いポジションは減少中ファンドの買いポジションは減少中ファンドの買いポジションは減少中だが、急騰だが、急騰だが、急騰だが、急騰したのはしたのはしたのはしたのは 29292929 日であるため、日であるため、日であるため、日であるため、

そのデータは無いそのデータは無いそのデータは無いそのデータは無い。 

    

○東京原油日足 

http://www.higenaka.com/chart/20120701-o.gif 

63,55063,55063,55063,550 円（円（円（円（3/153/153/153/15）→）→）→）→44,19044,19044,19044,190 円（円（円（円（6/6/6/6/26262626）まで）まで）まで）まで 19,36019,36019,36019,360 円円円円とととと 2222 万円近く万円近く万円近く万円近く下げた相場下げた相場下げた相場下げた相場がががが、、、、やっと底やっと底やっと底やっと底
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を打ったかどうか？を打ったかどうか？を打ったかどうか？を打ったかどうか？    

週末の安値からは一気に 3,000 円ほど戻す格好だが、その前にも 4,000 円ほどは戻し、また安

値更新をしたという前科はある。 

 

欧州債務危機がこの EU 合意で完全解決したとは到底思えないが、2 万円も下げたのだから、3

分の 1 戻しの 7,000 円ほどは戻してもバチは当たらんだろうが、さて？ 

いずれにせよ、一過性の戻りなのか？本格的な底入れなのか？の判断は、来週中にはハッキリ

する事だろう。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 6 月 \51,590 1 月 4 日 \64,020 3 月 15 日 \\\\46,50046,50046,50046,500    6666 月月月月 22222222 日日日日    \47,130 

2012 年 7 月 \51,290 2 月 1 日 \63,810 3 月 15 日 \\\\44,87044,87044,87044,870    6666 月月月月 22222222 日日日日    \45,780 

2012 年 8 月 \59,290 3 月 1 日 \63,550 3 月 15 日 \\\\44,23044,23044,23044,230    6666 月月月月 22222222 日日日日    \45,470 

2012 年 9 月 \60,800 4 月 2 日 \61,900 4 月 4 日 \\\\44,41044,41044,41044,410    6666 月月月月 22222222 日日日日    \45,410 

2012 年 10 月 \57,430 5 月 1 日 \57,710 5 月 2 日 \\\\44,31044,31044,31044,310    6666 月月月月 22222222 日日日日    \45,300 

2012 年 11 月 \47,650 5 月 1 日 \49,130 6 月 11 日 \\\\44,35044,35044,35044,350    6666 月月月月 22222222 日日日日    \45,310 

  

結論として当方の相場観は、底入れ完了したのか？一過性の戻りなのか？の判断は、来週の動

きでハッキリするだろう。トレンドが発生すれば、簡単に 1 万円は動く相場ゆえ、慌てる事はあ

るまい。 

 

 

今週のガソリンの値動き 

  7 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

6 月 25 日 \60,340 910 \54,510 580 

  8 月限（当限） 前日比 1 月限（先限） 前日比 

6 月 26 日 \58,820 -240 \53,960  

6 月 27 日 \59,450 630 \54,610 650 

6 月 28 日 \59,440 -10 \54,760 150 

6 月 29 日 \59,000 -440 \54,700 -60 

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…先週号においては『重要なイベントが終わっても下抜けした相場であり、

今のところ底値は見えない状況である。まだしばらくは、戻り売りが続くと見るのが妥当なのだ

ろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、53,46053,46053,46053,460 円（円（円（円（6/266/266/266/26）まで下落）まで下落）まで下落）まで下落し新安値更新となったわけだが、その後は切

り返して 54,000 円台でのもみ合い推移。週末も 53,720 円まで下げていたが、EU 合意でユーロ/

円相場が円安に切り返すと急激に値を戻し、その後の夜間取引ではその後の夜間取引ではその後の夜間取引ではその後の夜間取引では 57,00057,00057,00057,000 円台まで一気に切り円台まで一気に切り円台まで一気に切り円台まで一気に切り

返した返した返した返した。あっという間に、4,000 円弱の戻りである。 

○東京ガソリン日足 

http://www.higenaka.com/chart/20120701-go.gif 

77,81077,81077,81077,810 円（円（円（円（3/153/153/153/15）→）→）→）→53,46053,46053,46053,460 円（円（円（円（6/6/6/6/26262626）まで）まで）まで）まで 24,3524,3524,3524,350000 円円円円下げた相場は下げた相場は下げた相場は下げた相場は、、、、やっと反騰に転じたやっと反騰に転じたやっと反騰に転じたやっと反騰に転じた。

もっとももっとももっとももっとも 24,00024,00024,00024,000 円も下げた相場ゆえ、円も下げた相場ゆえ、円も下げた相場ゆえ、円も下げた相場ゆえ、3333 分の分の分の分の 1111 戻しの戻しの戻しの戻しの 8,0008,0008,0008,000 円程度戻っても、誰にも恨まれま円程度戻っても、誰にも恨まれま円程度戻っても、誰にも恨まれま円程度戻っても、誰にも恨まれま
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いいいい。 

今のところ 4,000 円戻している展開だが、買いトレンドに転換するためには 59,920 円（6/8）

の戻り高値を更新する必要があり、なお 2,000 円超の上げが必要。果たしてそこまで上げられる

か？ それとも欧州債務危機に安心感が広がった市場だが、その前にまた悲観論が台頭するか？

というところだろう。 

    

 一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 7 月 \61,750 

12 月 26

日 

\79,810 3 月 15 日 \58,500 6 月 22 日 \\\\60,34060,34060,34060,340    

2012 年 8 月 \66,800 1 月 26 日 \78,910 3 月 15 日 \57,700 6 月 22 日 \59,000 

2012 年 9 月 \75,030 2 月 27 日 \77,810 3 月 15 日 \56,410 6 月 22 日 \57,830 

2012 年 10 月 \74,980 3 月 26 日 \75,430 3 月 28 日 \\\\54,85054,85054,85054,850    6666 月月月月 26262626 日日日日    \56,490 

2012 年 11 月 \69,280 4 月 26 日 \69,690 4 月 27 日 \\\\54,04054,04054,04054,040    6666 月月月月 26262626 日日日日    \55,510 

2012 年 12 月 \61,470 5 月 28 日 \61,930 5 月 30 日 \\\\53,53053,53053,53053,530    6666 月月月月 26262626 日日日日    \54,960 

2013 年 1 月 \\\\54,07054,07054,07054,070    6666 月月月月 26262626 日日日日    \\\\55,22055,22055,22055,220    6666 月月月月 28282828 日日日日    \\\\53,45053,45053,45053,450    6666 月月月月 26262626 日日日日    \54,700 

    

6/6/6/6/22229999 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、66661111,000,000,000,000 円円円円（税抜き）とととと前週前週前週前週比比比比 1,0001,0001,0001,000 円安円安円安円安。スタンド価格もだ

いぶ下がっているわけだが、先物市場はなお下がった事になる。 

  

6/6/6/6/23232323 現在の現在の現在の現在のガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、前週比 6.0 万 kl 減の 222211111111.5.5.5.5 万万万万 klklklkl。前年同期比では 6.2 万 kl 多

い水準であり、ほぼ適正な水準か。夏場の需要云々よりも、今の相場は国際要因が重要と思われ

る。 

  

 結論として当方の相場観は、本格的な底入れ→上昇相場に転換したかどうかは、来週の動き次

第であろう。しかし大きく下げた相場だけに、目先は応分の戻りはあるか。問題はその後であろ

う。 

 

 

今週の灯油の値動き 

  \58,920 前日比 12 月限（先限） 前日比 

6 月 25 日 \56,120 90 \57,840 430 

  8 月限（当限） 前日比 1 月限（先限） 前日比 

6 月 26 日 \55,500 -500 \57,680  

6 月 27 日 \56,030 530 \58,130 450 

6 月 28 日 \55,870 -160 \58,180 50 

6 月 29 日 \55,630 -240 \58,000 -180 

最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…先週号においては『底だと思ったら、更に底抜けしてしまったという展開だ。

次の 1 月限からは買い狙いの銘柄なので、どうせ買うなら、なお下がってくれたほうが嬉しいと

思っておくのが良いだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、57,04057,04057,04057,040 円（円（円（円（6/256/256/256/25）まで下落）まで下落）まで下落）まで下落した後、58,000 円台までは戻してのもみ合い。

週末は 57,080 円と再び安値に接近したが、そこからは EU 合意で大きく戻し、夜間取引では続伸夜間取引では続伸夜間取引では続伸夜間取引では続伸

してしてしてして 6666 万円台まで上げている万円台まで上げている万円台まで上げている万円台まで上げている。 
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○ 東京灯油日足 

http://www.higenaka.com/chart/20120701-ko.gif 

高値高値高値高値 75,73075,73075,73075,730 円円円円（（（（3/153/153/153/15））））→→→→57,57,57,57,000044440000 円（円（円（円（6/6/6/6/25252525）まで）まで）まで）まで 18,69018,69018,69018,690 円円円円下げた相場は、下げた相場は、下げた相場は、下げた相場は、6666 万円台までは戻万円台までは戻万円台までは戻万円台までは戻

しているしているしているしている。 

3 分の 1 戻しでも 6,000 円はあるのだから、3,000 円は戻しても恨まれまい…という展開だ。

問題は、これでトレンドが変わるのか？という事だ。    

    

    ただし先週号で『あるなしの話は別だが、倍返しの下げならズバリあるなしの話は別だが、倍返しの下げならズバリあるなしの話は別だが、倍返しの下げならズバリあるなしの話は別だが、倍返しの下げならズバリ 53,82053,82053,82053,820 円まで下がること円まで下がること円まで下がること円まで下がること

になるになるになるになる』とした最悪のケースは、やはり避けられたと見るのが妥当だろう最悪のケースは、やはり避けられたと見るのが妥当だろう最悪のケースは、やはり避けられたと見るのが妥当だろう最悪のケースは、やはり避けられたと見るのが妥当だろう。57,00057,00057,00057,000 円はほぼ底円はほぼ底円はほぼ底円はほぼ底

値圏であろうし、いずれは値圏であろうし、いずれは値圏であろうし、いずれは値圏であろうし、いずれは 65,00065,00065,00065,000 円程度までなら上がって行くだろう。先物は、最大需要期の円程度までなら上がって行くだろう。先物は、最大需要期の円程度までなら上がって行くだろう。先物は、最大需要期の円程度までなら上がって行くだろう。先物は、最大需要期の

1111 月限であるし月限であるし月限であるし月限であるし。    

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 7 月 \61,750 

12 月 26

日 

\74,500 3 月 15 日 \54,810 6 月 22 日 \\\\56,12056,12056,12056,120    

2012 年 8 月 \63,840 1 月 26 日 \75,130 3 月 15 日 \\\\54,80054,80054,80054,800    6666 月月月月 29292929 日日日日    \55,630 

2012 年 9 月 \73,400 2 月 27 日 \75,730 3 月 15 日 \\\\54,95054,95054,95054,950    6666 月月月月 29292929 日日日日    \55,740 

2012 年 10 月 \74,590 3 月 26 日 \75,370 3 月 28 日 \\\\55,65055,65055,65055,650    6666 月月月月 29292929 日日日日    \56,730 

2012 年 11 月 \70,800 4 月 26 日 \71,400 4 月 27 日 \\\\56,35056,35056,35056,350    6666 月月月月 26262626 日日日日    \57,540 

2012 年 12 月 \64,110 5 月 28 日 \64,550 5 月 30 日 \\\\56,80056,80056,80056,800    6666 月月月月 26262626 日日日日    \57,990 

2013 年 1 月 \\\\57,80057,80057,80057,800    6666 月月月月 26262626 日日日日    \\\\58,78058,78058,78058,780    6666 月月月月 28282828 日日日日    \\\\57,08057,08057,08057,080    6666 月月月月 29292929 日日日日    \58,000 

  

6/6/6/6/22229999 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、66660000,000,000,000,000 円円円円（税抜き）と前週前週前週前週比比比比 1,001,001,001,000000 円安円安円安円安。不需要期のスポッ

トは先物には関係ないので、今は見る必要もなし。 

 

6/6/6/6/23232323 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、前週比 4.4 万 kl 減の 222204.204.204.204.2 万万万万 klklklkl。だが前年同期比では 16.1 万 kl

少ないく、ジェット燃料も 7.8 万 kl 少ない状態である。 

まだ溜め込むには先の話であり、9 月末に 300 万 kl あれば大丈夫で、それよりも今は欧州要

因などがどうなるかだ。 

  

 結論として当方の相場観は、57,000 円で底、もしくは底値圏入りはしているのだろう。しか

し本格的な買い相場に入るかどうかは、まだ疑問。売り玉は手仕舞いで、様子を見るのがベター

であろう。 
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〔〔〔〔為替為替為替為替〕〕〕〕    

○ ドル/円相場日足 

http://www.higenaka.com/chart/20120701-fx.gif 

週末の NY 市場では、79.84 円と若干の円安に留まっている。ただし 25 日に 80.62 円と 2 ヵ

月ぶりの 80 円台を付け、トレンドは緩やかな円安へと向いている事を示しているため、77.66

円（6/1）は当面の円高ピークなのだろう。 

 

週末の EU 首脳会談合意は、ユーロ高への呼び水となったわけだが、ドル/円は大して動いて

ないわけだ。 

ただし国内市場は、例え対ユーロでも円安なら商品は買われ易い、ドルが対ユーロでドル安な

らばもちろんドル建て商品は上がる、と商品市場にユーロ高は強材料。まあ、ユーロ高が何時ま

で続くかは疑問だが…。 

 

○ ユーロ/円相場日足 

http://www.higenaka.com/chart/20120701-ey.gif 

週末に陽線立ちしているのは、EU 合意の報が入ったため。欧州の材料があっという間に伝わ

って材料が織り込まれる…という情報化の時代の相場であり、ネイサン・ロスチャイルドが相場

を張っていた時代とは隔世の感があるわけだ。 

 

週末の NY 市場では 101.36 円まで円安が進み、100.96 円で終了している。ただし 101.61 円

（6/21）はまだ超えておらず、これを超えないと円安/ユーロ高も一過性の可能性は残っている。 

 

〇ユーロ/ドル相場日足 

http://www.higenaka.com/chart/20120701-es.gif 

 1.275 ドル（6/18）の戻り高値を抜けることが出来るかどうか。週末には陽線立ちしているが、

NY ダイムでもギリギリ抜いていない。 

 これを抜けるのなら、来週の商品相場は買い。抜けずに失速なら、売りになるだろう。 

 

 

 

このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

        ひげの中ちゃん相場情報 

                       中田幸一郎 

 

        メールアドレス info@higenaka.com 


